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現代日本論基礎講読「論文作成の基礎」

第12講　文献参照の種類と方法
田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 文献参照の目的、方法、種類を理解する

1 期末レポート構想報告書について
• 目標規定文は 1文で、結論まで書くこと
• 先行研究とデータの集めかた

2 文献同定作業について補足
• 図書館のデータベースに載っているものと載っていないもの
• 東北大学附属図書館OPAC <http://www.library.tohoku.ac. jp/opac/> の配架場所の表示、「学外」
検索タブ

• 検索のテクニック: 「完全形」の検索、項目の限定、絞り込み
• 同名の情報が多数ある場合
• 表題などがちがう場合、記載ミスがある場合
• 標準番号 (ISBN, ISSN, NCID, DOI など) の利用
• 図書館リファレンス・サービス、文献複写・貸借、MyLibrary の利用

3 文献引用の目的
● 出典の明示
● 読者が原典を入手して検討できるようにする
● 文献の紹介

つぎの事項は引用不要

★ 一般的な常識や学問上の基礎知識
★ データの確認法が自明の場合

根拠や出典に関する疑問を感じさせる事柄を述べるときは、かならず出典を明示する

課題: 配布資料 を読み、文献引用の方法について理解する



4 文献引用の種類
直接引用: （狭義の「引用」: quotation）原典の文章をそのまま書き写す。「インライン引用」と「ブ
ロック引用」がある。

間接引用 (paraphrase): 原典の文章を変形／要約して示す。
参照 (reference): 原典の文章を示すのではなく、内容やデータなどを紹介するのみ。

いずれの場合も、引用の範囲がどこからどこまでかをはっきりさせること。また、出典を明示して、
読者が確認できるようにしておかなければならない。

5 直接引用
インライン引用: 引用範囲をかぎ括弧「」でくくる。引用する文章が比較的短い場合に使う。
ブロック引用: 引用範囲の前後に空行を入れ、字下げして「ブロック」としてあつかう（「」を使わ
ない）。長い文章 (4行以上?) を引用する場合に使う。

これらの形式で引用する場合は、一字一句たがえず正確に写さなければならない。

• 原典の誤りもそのまま写す → その個所には〔ママ〕と注記
• 文章の一部を省略するときは〔……〕を入れる (3点リーダ × 2)

• 原典にない言葉を補うときは〔 〕でくくる
• 太字や傍点で引用文の一部を強調できる → 引用文の後に「強調は引用者」と書く

ただし、つぎの場合は例外。

(1) 句読点の種類を本文とそろえる場合
(2) 縦書き／横書きの変換にともなう漢数字／アラビア数字の変換
(3) 原典の文字装飾や振り仮名を省略する場合

これら以外の場合は、原典どおり、正確に書き写す。

6 間接引用
原典の文章そのままではなく、変形／要約して示す場合を「間接引用」と呼ぶ。直接引用とはちがっ

て、引用範囲を示す記号は使用せず、文章の中に織り込んでしまう。

• 自分の文章と引用部分との境界が明確になるよう文章を工夫する。ひとつの文全体またはパラグラ
フ全体が引用部分となるようにするのがいい。

• 出典の示し方は直接引用とおなじ。ただし原典全体の結論や要約を示す場合はページを省略してい
い。
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7 著者年号方式による出典表示
通常、引用部分の直後に（著者，出版年，ページ）の形式で出典を表示する。別紙の文例を参照。

この研究によれば「……」（伊藤，1998，p. 75）である。

著者名を文中に入れて不自然でない場合は、著者（出版年，ページ）の形式で次のように書いてもいい：

伊藤（1998, p. 75）は「……」と述べている。

単一ページの場合は p. 複数ページの場合は pp. をつけること。論文末尾の「文献」セクションと照合
すれば書誌情報がわかるようにしておく。

• 「ページ」のところは、位置特定がじゅうぶんできれば、ほかの種類の情報でもいい。たとえばセ
クション番号や条・項の番号（規則などの場合）など。

• 特別の出典表示法がある分野では、それにしたがってもいい。たとえば法律・判例・聖書など。

8 「孫引き」の問題
参考にした文献中で引用されている文献を参照したい場合は、その原典にさかのぼって確認するのが

原則 である。もちろん、原典が入手困難であったり、自分が読めない言語で書かれている場合などは、
確認できないこともあるが、それ以外の場合には、必ず原典にあたること。
「文献」セクションは、自分が責任を持てる情報源を列挙するものである。原典に直接あたらなかっ

た場合は、その原典を「文献」セクションに載せてはならない。
たとえば、論文Ｂのなかで論文Ａの内容が紹介されているとする。その内容を引用したいが、もとの

論文Ａが入手できない。このような場合は、つぎのようにする。

• 論文Ｂだけを「文献」セクションに載せる。文献Ａは載せない。
• 引用はＢの責任によることを明示：「Ｂによれば、Ａは～と書いているそうだ」
• 論文Ａについての情報が必要なら、本文または注に書く

9 宿題
次の文献について、ルールにしたがって文献表を作成する。次回の授業時に 2部持ってくること。

• 中間レポートの「素材」およびその他の参考資料
• 期末レポートに関連して自分が集めた資料
• 第 2回授業および前回の文献同定作業で取り上げた雑誌論文
• この授業の教科書
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現代日本論基礎講読 (東北大学文学部、田中重人) 資料 

(「日本語教育学研究室卒業論文・修士論文書式 第 3版」(2013 年) の一部を抜粋・改変したものです) 

出典の表示（著者年号方式）  

文献の著者、出版年、引用している部分のページをコンマで区切って組み合わ

せ、全体をカッコでくくって出典を示します。たとえば（佐藤，2002，p. 21）な

どのようなかたちです。著者名を文中に出して不自然でない場合は、著者名をカ

ッコの外に出してもかまいません。その文献のくわしい情報は論文末尾の「文

献」セクションに書いておき、そこを参照すれば文献が特定できるようにしてお

きます。  

 

 複数の文献を 1 個所で引用する際には、セミコロン（;）で出典表示を区切

ります。たとえば（鈴木，2001，p. 4；佐藤，2002，p. 21）のようにしま

す。  

 著者名は、通常は姓だけを書きます。ただし、同姓の著者が「文献」セク

ションにあらわれる場合には、フルネームで書きます。  

 共著の文献の場合は、著者名をナカグロで区切り、列記します。「久慈・

斎藤（1985）」のような表記になります。4 人以上の場合は、4 人目以降は

省略し、「ほか」「et al.」などとします。  

 同一の著者がおなじ年に文献を出版している場合には、年号に “a,b,c,...” の

ように小文字アルファベットをつけて識別します。たとえば「長友（2002a，

p. 9）」などのようになります。「文献」セクションのほうでも同様に年

号にアルファベットをつけて区別します。  

 引用する文章が 1 ページだけなら “p. ” をつけます。2 ページ以上なら 

“pp. ” をつけます。  

 文献中の位置を特定する必要が特にない場合は、ページは省略してもかま

いません。  



文献引用のサンプル 

レポートは、誰に向けて書くべきものだろうか。もちろんレポートを読んで評価するのは教

師なのだから、「教師に向けて書く」というのが模範的な答えではある。実際、学生向けのレ

ポートの書きかたの手引き類では、最初に読者を限定して書きはじめることをすすめるのが一

般的であった。たとえば木下是雄は「書くことに慣れていない人は、誰が読むのかを考えずに

書きはじめるきらいがある〔……〕読者は、手紙、答案・レポート、研究費申請書などの場合

には特定の人（原則としてひとり）である」（木下, 1981, p. 21）と述べ、対象となる読者を明

確に意識して文章を書くようにすすめている。 

これに対して、近年では、書き手の動機付けへの配慮から、むしろ不特定多数の読者を意識

して書くことを進める立場に立つ人が増えてきている。そのような立場の代表として、向後千

春の論考をとりあげてみよう。向後は、ほとんどの学生はレポートを書くことにやりがいを感

じていないと指摘し、読み手がひとりしかいないと思うから、落第点のつかない当たりさわり

のないレポートが続出することになるのだと書いている（向後, 1999, pp. 89–90）。そして、こ

うした状況に対応するため、書き手の学生に向けてもつぎのような助言をのこしている。 

自分が書いたレポートのコピーを残しておこう。 自分の著作のなかの 1 つとして多

くの人に読んでもらえるようにするのだ。〔……〕何かの文集でもいいし、雑誌でも

いい、また自分の Web サイトに載せてもよい。レポート提出時に、これを読んでも

らう人々を心の中に思い描いて、レポートを書くのだ。いま目の前にいる読み手だけ

ではなく、そのうしろにいる洗剤〔ママ〕的な読み手のために書く。そうすれば、あ

なたのレポートはより価値の高いものになる。（向後, 1999, p. 93）  

このような対策を、授業のなかに制度として組み込むこともできる。提出されたレポートを

編集してまとめ、その授業の報告書をつくる、といったやりかたである。大学によってはこう

した刊行物に力をいれているところもある。これは確かに学生の動機付けの手段としては有効

である。しかし編集と印刷に多大の手間と費用がかかるから、なかなか採算がとれない。 

ここ数年のコンピュータ・ネットワークの進歩のおかげで、同等のことがずいぶん楽にでき

るようになった。最初から HTML 形式でレポートを書いてもらって、Web ページとして公開

するのである。田中（1999a）はそうした授業の実例を報告している。これは大学 1 年生を対

象とした情報処理入門の授業である。HTML の基本的な書式については授業中に簡単に触れて 
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